
                  

            

                                                                                                                                                                                                                        

    

 

 

～かなの新しいなかま・田野雄太さん～ 田野さんが、まどい作業所に来て、1 年が経ちました。田野さんは、毎日休まずバスで通っています。  最初の頃は、言葉や表現で、自分を表す事ができなかったけれど、最近は「田野さん、おはよう」と言うと、「おはよう」と、小さいながらも声が返ってくるようになり、仕事が終わる時間になると、私の肩をポンと叩いて自分の時計を出し、時間を教えてくれるようになりました。  田野さんがだんだん自分を表現していく姿を見ると、おどろくと同時に、嬉しさがこみ上げてきます。 
 （田野さんの日中の様子） 畑・・とにかく草取りが大好き。他の仕事を頼むと、首をかしげ、手

で「ダメダメ」のポーズ。暑いときも寒い時も、もくもく草取りに

励んでいる田野さん。よくも飽きずに草取りできるなあと感心しち

ゃいます。 

 いま畑では、夏野菜を作っています。田野さんは、ししとうの収

穫担当者として、今年も活躍してくれると思います。たくさんの野

菜が出来るのをお楽しみに！ 

 

石けん工場・・粉石けん出し。掃除は丁寧にしっかり、根気良くや

ってくれるそうです。 

石けん加工・・石けんの袋詰め。御贈答用の石けんの箱詰めを、写

真を見ながらせっせとしているそうです。 

 

仕事の休み時間には、決まって内宮神社へ休憩に行きます。まどい作業所から、徒歩で 5 分

くらいの場所。田野さんが一番落ち着ける場所かも・・・・・。 

私は、田野さんとおしゃべりがしたくて、ついしつこくなってしまう時があるけど、こんな

おばさんを許して下さいね。これからもよろしくお願いします。              （仕事アシスタント就労継続Ｂ・だいち担当 大石 扶美子）   
 

 

2008 年 3 月新しい作業棟「めぶき」が完成しました!! 

4 月から、仲間たちは石けん作業や就職のためのプログラム に取り組んでいます。使い心地はどうでしょう？ 
 そして、今年はここに仲間の家をつくる計画を進めています。 

どんなどんなどんなどんな家家家家ができるのでしょうかができるのでしょうかができるのでしょうかができるのでしょうか？？？？     まず第一にからだにハンディのある仲間も暮らせる家 第二は、なかまとアシスタントが共に暮らせる家 それからできれば、お客さんに泊まってもらえる家 欠かすことができないのは・・祈りの場がある家 ・・・・  きっと他にもいろんな望みがあることでしょう。できるかぎり、みんなの願いを実現できる「家」ができますように ・・・・！！！   ＊現在、Shimamura 建築研究所と共に設計作業を進めています。より暮らしやすい家作りを目指しています。また、建設資金の確保は大きな課題です。日本自転車振興会、静岡市、カリタスジャパンの補助金をいただきます。不足分不足分不足分不足分はははは皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします。。。。            （かなの家代表 西田 正志）  



                  

   「生かされて」 
こんにちは。横井圭介と申します。かなの家に来

て、まだ 7 ヶ月の新米アシスタントです。 

 

これまでかなの家で、色々な事がありました。

楽しい事も多かったですが、自分の限界にぶち当

たり、また自分の醜さを思い知った「苦しい事」

も沢山ありました。 

 

そんな自分を支えてくれたのは、仲間の存在で

した。光が見えない時、仲間の姿に慰められまし

た。笑顔、温かい言葉、ハグ、寄り掛かり・・・色んな形がありましたが、どれも一様に「私

はあなたがここに居てくれて嬉しいよ、そのままの自分を大切にね」という思いを表していた

なと感じています。 

 

 かつて在籍していた修道院で教わった「神様は、どんな人

でも無条件に愛する」と言う事を、ここでは心で感じる事が

出来る様になりました。 

生かされている、と言う事を忘れず、みんなと喜びも苦労

も分かち合い、その交わりの中でお互いが成長し、今のこの

時をお互いが豊かに歩める事を願いつつ、私の不器用な足ど

りを進めていきたいと思っています。   

 （いぶき・家庭アシスタント 横井 圭介） 

 

 

 

 

「せっけん工場より」          かなせっけんよりお知らせです。 

 

最近、せっけんの売り上げが落ち、困っています。 

何とかしなければと考えついた事が、せっけんのパッケージ

を新しくすることです。 

 

そこで、知り合いのイラストレーター・チャンミイさんに

恐る恐る頼んだところ、「「「「愛愛愛愛とととと平和平和平和平和のためならのためならのためならのためなら」」」」と引き受けて

くれました。 

 

 せっけんのパッケージ・リニューアルが、愛と平和のため

になる自信はありませんが、チャンミイは一人のキャラクタ

ーを生み出してくれま

した。       

 

  

紹介します。名前は「「「「かなをくんかなをくんかなをくんかなをくん」」」」です。 

かなをくんが、皆様の家に訪ねていく事 

を願っています。               

 新しいパッケージを楽しみにしていてください。          

せっけんを通して、かなの家を支えて下さると嬉しい 

です。        （仕事アシスタント 佐藤 言） 

 

 

 



                  

 

 

    身体形 （あっ新体系）は…   ４月から生活介護、就労継続支援、就労移行支援の３つ  の事業体系で始まりました。 それがどういうことなのか、どのように「かなの家」に 及んでくるのか分りません。それぞれの「楽器」の奏で る音が生み出すハ－モニィに包まれるよう願っています。  君は歌うな！ 風にそよぐ微笑に響き合うように歌うな！ 号令や叱責に身をさらし 喉をからしながら叫ぶだけでは表しきれない居心地の悪さをどうした らいいんだろう。耳を貸さないと「厳しい現実」と織り合えないって本当だろうか？ 愛想笑いは返事じゃないんだ。新しい出会いのたびに不器用に張り上げてしまう大声。 どうしても構えてしまう固い雰囲気と関係のなかで居所を見つけられるだろうか。 人の心配をする、なにかを手伝うという局面で、仲間たちの感じたままの言葉、構えない、 遠慮しない、気を使わないその力が、援助と被援助との一方的な関係を超えて行くんだと思う。 歌ってよ！そのまま！          （就労支援「めぶき」仕事アシスタント 林 孝一） 

         
～めぶきの風～ 4 月１日に 6 人のメンバーでスタートした「めぶき」は、まどい本棟から県道を挟み直線に して１００メートル程の所にあります。 玄関灯の上に巣作りを始めたツバメが飛び交 う下に 朝 1 番早い、海野裕子さんの元気の よい「おはようございま～す」の声は、楽しい 1 日を予感させてくれます。  自転車通勤の渡辺健太郎さんが、同級生の裕子 さんに迎えられて到着。 いつも穏かな笑顔の湯浅駿太郎さん、バスから 降りて必ずのように、よその人に声を掛けてく る若本政一さんが入ってきます。 最後は田野雄太さんがバスを降り勢いよく走っ てくるのを、皆で見守って勢揃い。 就職に向け、訓練校で頑張っている伊東里花さん の様子の報告を聞き 1 日の活動が始まります。  就職を目指す人、先ずは体力をという人、目標は色々ですが作業に向かう姿はとても真剣です。 少人数での昼食時は、仲間の個性がゆったりと交じり合い、一人ひとりを見つめられる豊かさを 感じます。                    （仕事アシスタント 佐藤 冨美恵） 
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〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田 65-5 

℡054-296-1116 Fax296-6433 

郵便振込 00870-9-17938 ﾗﾙｼｭ かなの家 

mailto:larche_kana@yahoo.co.jp 

http://www.larchejapan.org/ 


